
ＡＳＰで工事の生産性向上に繋げよう！

https://bp1.basepage.com/metro/?region=tokyo.kensetsu

公共工事における受発注者間のさまざまなやり取りを、WEBシステム(ASP)を
通して行うことで、「工事帳票の処理の迅速化」「日程調整の効率化」等を図り、
移動時間・調整時間を削減し、工事の生産性向上につなげます。
国土交通省所管の土木工事においては、全国的に導入を推進しており、
令和5年4月より、東京都建設局では土木工事・土木設備工事は原則活用、

これ以外の工事や委託業務は積極活用、とする方針としました。

◎操作に関するご質問
川田テクノシステム（株）
（東京都建設局 工事情報共有システムヘルプデスク）

TEL:03-4578-5977 9:00～12:00，13:00～17:00

メール：supports@basepage.com
メールにてお問合せの際は、以下に関する情報をお知らせください。
・お客様情報（御社名・ご芳名・TEL・E-Mail）
・お問合せ内容に関連するチーム名（工事名・業務名）
・お問合せ内容

令和５年度

東京都建設局工事情報共有システム(ASP方式)

お
問
合
せ

取組方針 積算の取扱い

土木工事・土木設備工事

土木機械点検整備業務委託
原則活用

共通仮設費の率計上分

に含まれる

上記以外の工事や委託業務 積極活用 設計変更にて別途計上

東京都建設局

◎書類（工事・委託）、遠隔臨場
に関するご質問

東京都建設局総務部技術管理課
メール：S0000402@section.metro.tokyo.jp

決裁処理など

電子化
した書類等

電子化
した書類等

◎システムの運用に関するご質問
東京都建設局総務部企画課
メール：S0171011@section.metro.tokyo.jp

https://bp1.basepage.com/metro/?region=tokyo.kensetsu
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mailto:S0171011@section.metro.tokyo.jp


東京都建設局工事情報共有システム（ASP方式）

発注者、受注者の業務・工事を進めるうえで
課題が項目別に表示され、まとめられるので
わかりやすい

受注者が別途Web会議機能を搭載したシス
テムを契約しなくてよい。
（別途、利用料金が発生しない）

高性能PCとCADソフトが不要なのでBIM/CIMや
iCT活用工事の監督員と受注者が、簡単に3次元を
扱うことができる環境になった。
今後BIM/CIMやICT活用工事に積極的に取り組める。

システムから利用者に対してメールが通知後、
目的の画面へ直接アクセスできる。

〒101-0041   東京都千代田区神田須田町1-25  JR神田万世橋ビル12F
TEL︓03-6367-5641

basepage 東京都申込

お申込みはこちらから

利
用
者
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ASP 申し込みフロー

東京都建設局様の業務・工事を契約後に、専用HPからお申込み下さい。 
専用HPでは、業務・工事件名、番号、受注者名、申込者名、工事期間を入力。

申込から２〜３日程度で、
案件チームが作成されます。

開設の通知はメールでご案内、
メールが届いたらすぐにASPが
利用できます。 
案件チーム開設後、受注者よ
り関係者を招待（メール）し、
招待された方は、ASPへ参加す
ると利用開始できます。

7ヵ月を超えてのご契約は
利用期間問わず49,000円（税抜）

月額 ¥7,000（税抜）
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専用HPから申込

案件チーム作成

チーム参加 関係者招待

諸設定

ASP利用開始

2.Web会議 ASP上に、Web会議機能を搭載。国交省様の遠隔臨場で実績あり

1.電子決裁 今まで紙で提出・決裁された工事帳票や関係資料が、ASP上の操作で完結

作業低減、時間削減ができ
業務効率化に繋がります。

書類作成・発議 決裁

現場
発注者
事務所等

※ 現場で使用する
カメラは別途用意が
必要です

現場間・事務所間で
web会議、チャット会議

遠隔地からの現場の状況を
リアルタイムに把握

ASPベンダー東京都職員 受注者

システム利用

保管管理システム

オンライン
電子納品

契約


